
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

・研修講座等を開催し1,400人以上の受講者数を目指す。
・生涯学習の推進に必要な情報を収集し、集めた情報を効果的に発信していく。

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

1400人

1,379 1,232

・生涯学習推進センターの運営全般 11,218 10,590 13,796

合計 12,981

事業番号 14 07 11 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 生涯学習推進センター事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

１　学びの成果が生きる生涯学習の振興 実施期間 H8 ～

1400人 1780人 達成

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

教育基本法、社会教育法、生涯学習振興法、長野県生涯学習基本構想

課・室 文化財・生涯学習課

総合５か年
計画
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施策の総合的展開
７－３生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

地域社会が抱える様々な課題解決に向かって、実践活動をリードできる人材を養成する。
生涯学習情報の提供を通して、市町村や地域の生涯学習の振興を支援する。

・研修事業：少子高齢化、地域や家庭の教育力向上など現代的諸課題に柔軟に対応した講座を編成し、生涯学習推進の要となる実践者
  の養成とネットワークづくりを推進。
・情報提供事業：ホームページを活用して、人材情報や大学・高校の公開授業等の生涯学習に活用できる情報を提供。
・生涯学習推進のための指導者養成や県全体のネットワークを構築するため、少人数による、より質の高い講座を充実させる必要がある。

研修事業 直接

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算） （当初）

情報提供事業 直接

・インターネットによる情報提供
  （講座報告、優良公民館の紹介等）
・研修講座ＤＶＤ貸出
・普及・啓発活動
  （情報誌「生涯学習ながの」発行（年２回））

13 13 143

・指導者養成講座の開催
  （生涯学習推進講座、家庭教育講座等18講座）
・学習機会の提供
  （天体観測、パソコン講座等5講座）

1,750

15,17111,982

運営経費 直接

1630人

26年度 27年度

当初予算 9,095

補正予算 -300

成果目標の達成状況

項目

研修講座受講者数

9,109 12,981 15,171

合計（A) 8,795 15,171

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの
財源

9,109 12,981

概　算
人件費

4.00 3.00 2.00 2.00

33,032

8,140 8,512 11,982

16,516

23 19 33 45

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・平成26年度９月に実施された県民協働による事業改善の結果を踏まえ、社会教育や生涯学習の振興について県が果たすべき役割や、
　同センターの必要性を含めたあり方について検討を実施する。
・また、平成27年度は、市町村が主体となるべき住民向けの講座を廃止・移管するとともに、市町村や公民館支援となる講座や県政課題
　（子どもを性被害から守る取り組み、地域に開かれた学校づくり等）に関する講座を充実して実施する。

目標に対
する成果
の状況

・研修事業では、「学校と地域の連携」や「若者支援」等の現代的課題解決を推進するための講座や、信州型コミュニティスクール
  推進に関わって新たに「学校支援コーディネータースキルアップ研修会①②」を実施し、述べ1,700人以上の方が受講し、
  市町村や公民館職員、地域の生涯学習推進者に研修の場を提供できた。
・情報提供事業では、ホームページでの県内高等学校や大学等の生涯学習情報へのリンク等、よりわかりやすい情報提供に努めている。
  また、研修講座DVDは66枚の貸出（H25年度：42枚）があった。

 概算事業費（B（A）+C） 41,172 33,286 28,498 31,687

24,774 16,516

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

8,772 9,090 12,948 15,126


